
イ
ンターネットエクスプローラは、
マイクロソフトの提供するブラ
ウザーである。急速に進化をし

てきたが、最も新しいバージョンの3.0で
は、標準規格の採用はリアルオーディオ
程度だった2.0に対して、フレームの処
理を始めとしたHTML3.2とそのスタイル
シートのほか、Java、ActiveXコントロ
ール、各種スクリプト、そしてネットス
ケープのプラグインがそのまま使えるよう
になり、かなり強力なブラウザーに仕上
がっている。
次期バージョンは、97年上旬の出荷

が予定されているので、これから約半年
の間は、このバージョンが、マイクロ
ソフトが全力で取り組む主力戦
略製品として、さまざまなプ
ラットフォーム用に無料配
布され、徹底的なシェア
拡大がもくろまれてい
る。
マイクロソフトは、
デザインコンセプト
として次の4点を強
調している。
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の採用により、簡単に拡張できる構造を

持っている。また、それらの仕様は完全

に公開されたオープンなものである。

4.UNIXやマッキントッシュ版などの
リリースが予定されるクロスプラットフォ
ーム対応である。

インターネットエクスプローラ3.0はブ
ラウザーであるが、それと協調させて利
用するアプリケーションとして、メールと
ニュースを読み書きするためのInterenet
Mail & News、および、インターネット
を経由しての、文字によるチャットや
音声による会議、ホワイトボード
やアプリケーション共有などを
実現するNetMeetingが提
供されている。
今号のCD-ROMに
収録されているのはβ
2だ。基本的な操作
は同じだが、若干の
バグがあるので注意
して欲しい。

ActiveXが動く！ネットスケーププラグインもJavaも動く！
大きくパワーアップした

インターネット
エクスプローラ3.0の
実力

[集中企画] 山田祥平

1.ツールバーの表示や、リンクボタン
のURL設定をユーザー独自で行える。

2.現在の業界スタンダードであるネッ
トスケープナビゲーターと同じ機能、表

現力を実現し、ユーザーがエクスプロー

ラーに移行するのをうながす。

3.ActiveXなどの新しいテクノロジー
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ート）カットされた。

ブラウザーとして両者を見た場合、HTML

に関しては、サポートするタグの種類や機能

に若干の違いがあり、それが使われている場

合には、同じページでも違って見えることが

ある。また、ナビゲーターがプラグインでその

機能を拡張するのに対して、インターネット

エクスプローラ3.0ではネットスケープナビゲ

ーターのプラグインを利用できるのはもちろん、

ActiveXコントロールによって、さらにバリエ

ーションのある機能の

拡張が可能になってい

る。ActiveXに関して

はさらに詳細を後述す

るが、自分で拡張用

プログラムをインスト

ールするのではなく、

必要な拡張プログラム

がサーバーから飛んできて自動的にインストー

ルされるというイメージは、パソコンやOSに

関する知識を持たないユーザーにもきわめてわ

かりやすい。しかし、その特性が100％生か

されるためには対応するページが増えていかな

くてはならないのだ。

過渡期の現在は、多くのウェブページがネ

ットスケープナビゲーターで見られることを前

提にページをデザインしているので、サーバー

から必要なものが飛んでくるというActiveX

の特性はまだ生かしきれていないようだ。
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I n t e r n e t

E x p l o r e r

3.0

ご存じのとおり、現在のインターネットにお

いて、ブラウザーの事実上の標準はネットス

ケープナビゲーターだ。各ウェブを巡回してい

ると、まだまだ、ネットスケープナビゲーター

でなければ正常に表示できないページがいくつ

か存在する。

ブラウザーとして圧倒的なシェアを誇るネッ

トスケープだが、それに対してまったく同等

で、かつネットスケーププラグインなどを取り

込めるうえ、さらなる拡張機能の搭載をセー

ルスポイントとしているのがインターネットエ

クスプローラ3.0なのだ。といっても、現在の

ところホームページ作成者のHTMLの書き方

によっては、レイアウトが崩れてしまうことも

あるようだ。また、2.0で

搭載されていた行間の調

節機能はHTML側で指

定するため（スタイルシ

業界標準と言われる

ネットスケープナビゲーター。

それに対抗するため急速に進化を

するインターネットエクスプローラ。

機能の違いはどこにあるのか？

その点を検証してみた。

機能比較!
インターネットエクスプローラ
V.S.
ネットスケープナビゲーター

HTMLのバージョン HTML3.0 HTML3.2

サポートする特徴的なタグの機能 フレーム フレーム

バックグラウンドサウンド フローティングフレーム（独立した窓でフレームを表示できる）

クライアントイメージマップ 枠なしのフレーム

表の機能 バックグラウンドサウンド

表の中のカラーリング クライアントサイドイメージマップ

ブリンク（画面中の文字の点滅） 表の機能

embedタグ（プラグインデータなどを埋め込む） 表の中のカラーリング

マーキー（画面中で文字が流れて表示される）

embedタグ（プラグインデータなどを埋め込む）

objectタグ（ActiveXのデータを埋め込む）

拡張方法 ネットスケーププラグイン ネットスケーププラグイン

ActiveX

主な拡張機能 ショックウェーブ ショックウェーブ

リアルオーディオ リアルオーディオ

VDOLive VDOLive

VRMLなど VRMLなど

実行方法 Javaアプレット Javaアプレット

Javaスクリプト Javaスクリプト（※一部のページではエラーが出る）

多言語のサポート 10か国語（各国のシステムフォントが必要） 23か国語（各言語対応のlanguage support packsを

インストールすれば表示可能）

連動するメール＆ニュースソフト 付属のメール＆ニュースソフト Microsoft Mail&News

（他のソフトも選択できる予定）

フレーム中で「進む／戻る」ボタンが機能するか ○ ○

画像を壁紙として保存する ○ ○

ネットスケープ
スケープナビゲーター3.0

機能比較表 インターネット
エクスプローラ3.0
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ネットスケープナビゲーターに対して

見劣りがした

インターネットエクスプローラだが、

3.0になって、大幅に

パワーアップしている。

ここではまずその中核となる

ActiveXという技術について触れて、

パワーアップした点を見ていこう。

ActiveXは、さまざまな形態のデータをブラウ

ザーのウィンドウの中に呼び出すためのシカケだ

と言える。

これによって、あくまでデータを表示させるだ

けという静的だったウェブページがアプリケーシ

ョン的なページになるのだ。たとえば、ワープロ

になったり、表計算ソフトになったりといったよ

うにウェブページが使えるようになり、ブラウザ

ーさえあれば、他のアプリケーションは何もいら

ないというような環境も夢ではなくなる。それら

はActiveXコントロールというネットスケーププ

ラグインのようなもので実行される。

問題があるとすれば、今のところ、ActiveX

は、ウィンドウズ95にしか対応していない点だ。

ただし今後はActiveX自体が独立した標準化団

体に移管されるために、

プラットホームは広がっ

ていくと予想される。

ちなみに、インターネ

ットエクスプローラは、

HTMLフォーマットのデ

ータを表示するブラウザーとしての基本機能で

さえActiveXコントロールとして実装されている。

もちろん、JavaアプレットやJavaスクリプトの

実行も、同様にActiveXコントロールによって

実現されている。ただ、一部のページではまだ

エラーがでるようだ。

インターネットエクスプローラ3.0は、サポー

トしていない形式のデータを含むページを表示さ

せようとする場合、そのページがマイクロソフト

の仕様に合わせていれば、それを表示するため

のActiveXコントロールが自動的にダウンロード

され、インストールされて「再生」される。

ActiveXの理想形は、必要なActiveXコントロ

ールがインターネットのどこかから飛んでくると

いうイメージなのだ。

ネットスケープナビゲーターのプラグインの場

合、そのページを見るためのプラグインのありか

を自分で調べ、ダウンロードし、セットアップす

るという手順が必要だった。しかし、ActiveXな

らこれらがすべて自動化されるというわけだ。

しかし、実際にはまだ多くのページはマイクロ

ソフトのActiveXのための仕様に合わせてないの

で、一度マイクロソフトのActiveXをインストー

ルするためのページにジャンプし、そこからイン

ストールしたいActiveXコントロールを選んで、

自分でインストールしなくてはいけないというの

が現状のようだ。

インターネット
エクスプローラはこんなに

ショックウェーブ・フォー・ディレクター再生

用のActiveXコントロールはマクロメディアによ

ってすでにリリースされている。マクロメディア

などのホームページにジャンプすると、ActiveX

コントロールが自動的に取り込まれ、インスト

ールされる。あとは、自動的にデータが再生さ

れる。

リアルオーディオデータの再生モジュールは、

インターネットエクスプローラ3.0に標準で含ま

れるため、パソコンにサウンド機能さえあれば、

何もせずに再生ができる。インストールする必要

がないので簡単に楽しめる。しかし、画面の中

に操作パネルが表示されるプラグインのような形

での再生に対応しているサイトは少ない。

インターネットエクスプローラ3.0からJavaア

プレットやJavaスクリプトを使ったページが再

生できるようになった。しかし、Javaスクリプ

トに関しては、まだ動作が不安定な場合があっ

た。また、JavaアプレットをCPUが直接解釈

できる型式に変換して高速に実行するジャスト

インタイムコンパイラーという機能もある。

ブラウザーがさまざまなアプリケーションになる
ActiveXテクノロジー

いまみんなが興味を持っている
あんな機能、こんな機能も使える

パワーアップ
した!

ショックウェーブ・フォー・
ディレクターで遊ぶ リアルオーディオを聞く Javaのページを見る

まだActiveXの仕様に合わせてあるページが少ないため、インス
トールするときには注意が必要だ。認識しないデータがあると枠

線が表示され、そこをクリックすると、マイクロソフトの
ページにジャンプする。そこのMicrosoft ActiveX
Galleryのリンクをクリックすると、ActiveXコントロー
ルが集まったページに飛ぶ。しかし現在は、マイクロソ
フトのものだけで、それ以外は自分で探す必要がある。

www.microsoft.com/activex /gallery
（マイクロソフトのActiveX GalleryのURL）

h注意
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Internet Mail & News
●
Internet Mailはいわゆるメールソフト
だ。メッセージ内にURLがあった場合、
それをクリックすると自動的にインターネ
ットエクスプローラによってそのページが
開かれるといった機能を持っている。読
み書きできる
メッセージ
は、HTMLま
たはリッチテ
キストフォー
マットから任
意のものを選
択でき、文字
の種類、サイ
ズなどの情報
を含んだ表現
力の豊かなものを作成できる。ウィンド
ウズには、受信トレイというメールなどの
通信を管理する標準のツールが用意され
ているが、Internet Mailはインターネッ
トに特化したメールソフトとしての利用
を前提としたものだ。
ページ内にメール送信のリンクがあっ
た場合、そのリンクをクリックすると連
動してこのメールソフトが起動するように
なる。
一方、Internet Newsは、複数のニュ
ースサーバーを扱ことができるニュースリ
ーダーだ。
この2つのアプリケーションは、最終
的にActiveXコントロールとなり、イン
ターネットエクスプローラそのものに統合
され、画面の中でメールやニュースを読
めるようになる。つまり、ウェブページを
見ているイメージのままで、メールやニュ
ースの読み書きができるようになるのだ。

Net Meeting
●
インターネットを経由して音声通話や
文字によるチャットなどによる電子会議
を実現するアプリケーション。ホワイトボ
ードを使って走り書きのやりとりをした
り、エクセルやワードなどのアプリケーシ
ョンを共有しながら、インターネットを通
じて複数の側から1つのファイルを編集
することもできる。
マルチポイント対応で、3か所以上の
ユーザーが1つの会議を開ける。相手の
指定は、マイクロソフトが提供するユー
ザーロケーションサービスに登録された名
前を選ぶことで行えるほか、相手のIPア
ドレスを直接指定して呼び出すこともで
きる。太平洋を越える距離の会話でも音
質的には十分に実用になると感じられた。
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ワード、エクセル、パワーポイントなどの
ファイルを扱える

ツールバーなどがワードのそれに置き換わり、そ
の場で編集などもできる。ブラウザー内がワード
そのものになってしまう。

これらのエクセルなどのモジュールは、さすがに
自動的に飛んでこない。あらかじめ、マイクロ
ソフトOfficeをセットアップする必要がある。

プレゼンテーション用のソフトであるパワーポイ
ントのファイルが画面の中で再生、編集できる。
データを再生して見るだけでなく、ブラウザーの
中でデータ編集を可能にするアプリケーション
が、今すぐ実現できるのだ。

ウィンドウ内はマイコンピュータそのものとなる。
ただし、その中のフォルダーやファイルを開いた
場合には、別のウィンドウが開いてしまい、ブ
ラウザーと連動しない。この矛盾を解消するの
が次期バージョンだ。

ワードの
.docファイル

を開く

パワー
ポイントの

.pptファイル
を開く

エクセルの
.xlsファイル
を開く

「C:¥」
などと、
フォルダーを
開く

言語の一覧が表示され、どの国のものを使って
いても、各言語が正常に表示できる。

●
英語のページを見るときには、手動で欧文
(windows-1252)に切り替えると見やすくなる。
マイクロソフトのホームページなどは、欧文フォ
ントが指定されているために、この手順なしで見
やすく表示される。

同時にリリースされた
マイクロソフトのインターネット
アプリケーション

I n t e r n e t

E x p l o r e r

3.0

いろいろな国の言葉が読める(ランゲージキット)

インターネットエクスプローラには各国語のフォ
ントを含むランゲージキットが用意されている。
これを使えば、韓国のハングル文字などの表示
が可能になる。入手先は以下のとおりだ。
http://www.microsoft.com/msdownload/ieadd
/03.htm
インストールしたら、ウィンドウの右下の地球マ
ークをクリックすると、セットアップされている
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インターネットエクスプ
ローラ2.0やネットスケー
プナビゲーターをすでに使
っていたユーザーの場合
は、従来の設定が引き継が
れる。しかし、初めてブラ
ウザーを使う場合などで、
TCP/IPやダイアルアップ
ネットワークなどが設定さ
れていない場合には、最初

にデスクトップ上のアイコ
ン「インターネット」を開
いたときに、それらを設定
するためのインターネット
接続ウィザードが起動する。
ウィザードの設定手順には、
「自動」、「手動」、「現在の設
定」の3種類が用意されて
いる。このうち「自動」の
まま進めてしまうと、MSN

（マイクロソフトのプロバイ
ダー）へ入会し、それをプ
ロバイダーとして使うよう
に自動的に設定されるので
注意が必要だ。MSNを使
わず、自分の選んだプロバ
イダーに接続したい場合は
「手動」を選ぶ必要がある。

初めてブラウザーをインストールする
ときはここに注意

まずはインストール
してみよう

使ってみよう

基本の機能を

1
付録CD-ROMのフォルダ
ーをWin→Msie 30の順

番で開き、jamsie 30をダブ
ルクリックする。

2
インストールするかどうか
聞かれるので「はい」を

クリックすると、必要なファイ
ルが展開される。

3
使用許諾契約書をよく読
んで、インストールするの

であれば「同意する」をクリッ
クする。

5
システムの再起動確認ダ
イアログがでるので、「は

い」を押して再起動させる。

4
所定のフォルダーに各種
のプログラムなどのモジュ

ールがコピーされる。

配布されるインターネット

エクスプローラ3.0のインストールは、

ダブルクリックするだけだ。

ウィザードが起動して

設定しなければならない各種の

項目を、順に尋ねてくる。

これらの質問に答え、システムを

再起動すればOKだ。

今号のCD-ROMにはβ2が収録されている。なお正式版の入手先は以下の通り。
jhttp://www.microsoft.co.jp/ie/download/
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I n t e r n e t

E x p l o r e r

3.0

戻る
●
直前に見ていたペー
ジに戻る（Alt＋←
キーまたはBa c k
Spaceキー）。

中止
●
ページがなかなか表
示されない時などに、
データの転送を中止
する。

ホーム
●
設定されたスタート
ページに移動する。
自分で設定を変え
ることもできる。

お気に入り
●
URLを登録したり、
それらのURLをフ
ォルダーで階層表示
する。

フォント
●
フォントサイズを5
段階で切り替えられ
る。

進む
●
戻った状態から、
再び次のページに進
む（Alt＋→キー）。

更新
●
最新のページを表示
するために新しくデ
ータを読み込み直
す。

検索
●
いくつかの検索ペー
ジのリンクが集まっ
ているページに移動
する。

印刷
●
ファイルメニューの
印刷と同じ。表示
されているページを
印刷できる。

これが各メニューの
機能だ

ボタンの機能を理解しよう

表示
●
ツールバーやステータス
バーの表示の有無を設
定できるほか、メモ帳を

起動してHTMLファイ
ルのソースを表示させる
ことができる。また、ツ
ールバーの表示形式や
リンクの色などの各種設
定は、ここのメニューの

お気に入り
●
表示されているページの
URLをここに登録でき
る。それをクリックすれ
ば、そのページに簡単に

ジャンプできる。整理を
選択すると、URLをフ
ォルダーに分類するとい
った操作が、システムの
共通ダイアログよりも、
わかりやすいインターフ
ェースで操作できる。

ヘルプ
●
トピックの検索以外は、
そのヘルプデータはイン
ターネット上で提供され
る。オンラインサポート
を選ぶと、FAQやバグ
報告のページに飛ぶ。

ファイル
●
新しいウィンドウを開い
たり、表示されているペ
ージのHTMLファイルの
保存や印刷、ショート
カットの作成などがある。

編集
●
文書をコピー＆ペースト
したりできる。大きなペ
ージから目的の単語を
含む部分を検索する際
には、ここから「検索」
（Ctrl+F）を実行するの
が便利だ。

移動
●
今まで見たページの履歴
がこのメニューに登録さ
れる。また、「履歴のフ
ォルダ」は、新しいスペ
シャルフォルダーだ。今
までに見たページのタイ
トル、インターネットア
ドレス、前回表示日な
どを確認できる。

マイクロソフト
メール＆ニュ
ースをインスト
ールするとここ
に「メール」の
ボタンが追加
される。
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インターネットエクスプローラ
3.0は、徹底的にネットスケープナ
ビゲーターからの乗り換えユーザー
を取り込もうとしているため、乗り
換えに際する手間は、最小限に抑
えられている。保存したブックマー

クなどは自動的に取り込まれてそ
のまま使える。さらには、すでにあ
るプラグインなども、そのまま継続
して使うことができるのだ。
また、両方をインストールすると
起動時に通常使用するブラウザー

として設定しますかと聞いてくる。
ここで「はい」と答えると、HTML
ファイルなどをダブルクリックする
と常にインターネットエクスプロー
ラが起動するようになる。
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ネットスケープ
ナビゲーターのユーザーは
設定がラクチンだ

URLを
打ち込んでみよう

表示画面の大きさを変えてみよう

基本の画面

1
これが基本の表示画面。リンクをクリックする
とリンクボタンが、アドレスをクリックすると
URLを打ち込むボックスが表示される。画面と
の境界線を下にドラッグすると両方が表示でき
る。

一行分増やした画面

2
メニューバーやすべてのボタンが表示される。ア
ドレス表示のボックスとリンクボタンが別々に表
示されるが、ノートパソコンの狭い画面ではつら
い。リンクボタンの下を上にドラッグすると画面
を狭くすることができる。

一行で収めてしまう画面

3
リンクボタンの下をさらに上にドラッグすると、
ボタンもアドレスも1行に収まる。

さらに狭い画面

4
メニューバーの下をさらにドラッグするとツール
バーとアドレスとリンクボタンが1行に表示され
る。また、「アドレス」の表示を左にドラッグす
ればURLを入れるボックスが表示される。

ボックスに直接打ち込む
●
アドレスのテキストボックスに、直接URLが打
ち込める。アドレスの頭のxxx://を省略しても、
http://やftp://を自動的に解釈してアクセスてく
れる。

ファイルメニューの「開く」で打ち込む
●
ファイルメニューの「開く」を選択することで、
URL入力用のダイアログが開く（Ctrl＋O）。
「参照」ボタンを押すと、自分のパソコンのハー
ドディスク内のファイルなどを参照できる。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1996/10 203

I n t e r n e t

E x p l o r e r

3.0

ページをもっと見やすく

表示するための機能や

ネットサーフィンを快適にするための

機能がツールバーのボタンに

割り当てられている。

また、便利なキーの使い方も

あるのでそれらを紹介しよう。

もっと便利な
機能を
使ってみよう

ボタンで調節
●
フォントサイズのボタ
ンをクリックするごと
に、文字のサイズが一
段ずつ大きくなり、一
番大きくなると最小と
いう順で切り替わる。

表示されているウェブ
ページにまた来たいと
思ったらこのボタンを
クリックし、「お気に
入りに追加」を選ぶ。
URLがこのメニューに
登録されるので、クリ

ックすれば一発でその
ページにジャンプでき
る。また、登録する際
に登録名を自分の好
みに変更できる。

「お気に入りの整理」
には専用のダイアログ
が用意されている。使
い方はウィンドウズの
共通ダイアログと同
じ。新しいフォルダー

を作ったり削
除したりす
る。 また、
各種のボタ
ンが用意されている。

使い方はウィンドウズと共通なので、
アイコンをドラッグ&ドロップしてフ
ォルダに入れれば容易にお気に入り
のページの整理ができる。

このボタンにはサーチ
エンジンへのリンクが
集まったページ、イン
ターネットサーチが登
録されていて、クリッ
クすると、そのページ
にジャンプする。

URLを打ち込むボッ
クスにスペースで区切
った2つの英単語を入
力すると、それをキー
ワードにして自動的に
検索に行ってくれる。

ボタンやリンクを押し
たときにジャンプする
ページに関しては、
「表示」から「オプシ
ョン」を選び、「ペー
ジ」の設定で変更す
ることもできる。

画像の上で
マウスの右ボタン
をクリック
●
画像を保存したり、
デスクトップの壁紙デ
ータとして貼り付けた
りできる。なかなか楽
しめる機能だ。

リンクの上で
マウスの右ボタン
をクリック
●
リンクを新しいウィン
ドウで開いたり、ショ
ートカットアイコンを
作成したりできる。シ
ョートカットを作って
おけば、アイコンをダ
ブルクリックするだけ
で、そのリンクにジャ
ンプできる。

タブキーを押す
●
タブキーを押すと、画
面のリンクを次々に移
動することができる。
マウスを使わなくても
よいところが便利だ。

メニューで調節
●
メニューからフォント
サイズを選べば、一度
で5段階の中から目的
の文字サイズに変更す
ることができる。

文字の大きさを変えてみよう

お気に入りのページを
登録しよう

便利なキー操作を使ってみよう

見
て
み
た
い
ペ
ー
ジ
を

検
索
し
て
み
よ
う
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